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シリーズの概要

 

【価格】
● 一般価格（税別価格）

● アカデミック価格（税別価格）

アンケート集計解析シリーズ

動作環境

　エスミのアンケート集計解析シリーズは、Microsof t 
Excel上で動作するソフトウエアです。Excelがインストー
ルされているパソコンならば、どなたでもお使いいただける
ソフトウエアです（※Excelのバージョンなどによっては、正
常に動作しない場合があります。詳しくは後述する「動作環
境」欄をご参照ください）。

　アンケート集計解析シリーズはアンケートデータの入力・
集計・解析に最適です。
以下の３機能により構成されています。
●「集計編」機能
　質問文やデータの入力から集計までをスムーズにおこな
　えます。
●「グラフ編」機能
　「集計編」の集計結果をグラフ化します。
　太閤内でグラフの雛形を作成し、同形式のグラフを大量
　に自動作成することができます。
●「解析編」機能
　集計編で作成したアンケートデータから、簡単な操作で
　高度な統計解析がおこなえます。アンケート解析でよく
　使用する解析機能を搭載しています。

【添付書籍】
　［全機能版］には、菅民郎『すべてがわかる アンケートデー
タの分析』（現代数学社）が添付されています。
【ユーザーサポート】
　弊社ソフトウエアをお買い上げいただいた方には、ソフト
ウエアの操作方法についてのユーザーサポート（無料）をおこ
なっています。
※ユーザー登録を済ませた方が対象です。

　製品名
●[ 集計版 ]
●[ 集計＋グラフ版 ]
●[ 全機能版 ]

収録されている機能
[ 集計編 ]
[ 集計 ] [ グラフ編 ]
[ 集計 ] [ グラフ編 ] [ 解析編 ]

３機能の組み合わせにより、下記３製品があります。

集計版
集計＋グラフ版
全機能版

70,000 円
90,000 円
130,000 円

集計版
集計＋グラフ版
全機能版

63,000 円
81,000 円
117,000 円

【太閤導入支援セミナーを開催しています】
　太閤をご購入いただいた方を対象に、太閤導入支援セミナー
を月１回エスミ社内(東京都中野区 )にて無償開催しています。
　EXCEL アンケート太閤 ( 以下太閤と記します ) の豊富な
機能の中から、基本である集計編の使用方法を中心にノー
トパソコンを使用しながら学習します。
　また、弊社に来ることが難しい方々のために出向開催
(有償)もおこないます。詳細は下記HPをご参照ください。
■「EXCEL アンケート太閤速習セミナー」の出向開催
　http://www.esumi.co.jp/Software_Sokushu.php

　このソフトウエアは日本マイクロソフト株式会社のExcel
上で動作する製品です。
　下記Excelがインストールされている必要があります。
●日本語版Excel 2013/2016/2019（32bitと64bit 両対応）
●OS：ご利用になる Excel の環境に準拠します。
 （Windows 8/10 64bit 版でも動作します）
●ライセンス形態：永続ライセンス
★Office���をご利用の場合
　デスクトップアプリ版の上記エクセルがインストールされてい
　る環境では動作いたします。
★ストアアプリ版エクセルをご利用の方へ
　デスクトップアプリ版エクセルに変更（無償）すれば動作いたします
　詳細はエスミHP「よくあるご質問」の「ストアアプリ版Office2016
　がインストールされている場合の対応方法」をご参照ください。

●１ファイルあたりの内容

■Ver.�.�では、太閤データファイルを拡張しました。
・太閤で扱える質問数を508→1016へと倍増しました。
・複数回答質問1つあたりで扱える選択肢数を75→250へ
　拡張しました。
■Ver.�.�とVer.�.�のファイル互換性について
◎以前の太閤データファイルを自動変換します。
　Ver.5.0/5.5でVer.4.0以前に作成された太閤ファイルを読
　み込むと、自動的にVer.5.0形式のファイルとして新規保存
　されます。
◎太閤データファイルの下位互換性を保持しています。
　Ver.5.0形式の太閤データファイルでも、
・質問数508問以内
・複数回答質問1つあたりの選択肢数が75以内のファイル
　であれば、太閤のVer.3.0/4.0でそのまま利用が可能で
　す。(再集計が必要です)

★Ver.5.5もファイル形式は［Ver.5.0形式］です。

。

制 限

回答者数
質問数
単数回答質問１つあたりの選択肢数
複数回答質問１つあたりの選択肢数
文字数

Ver.�.�/�.�
�����

����まで
���まで
���まで

半角���文字
＊太字はVer.5.0で
　拡張された機能



■ 主なバージョンアップ機能

Ver.4.0からVer.5.0/5.5への変更点

●項目数(質問)が���→����に拡大
多くのデータ加工をおこなっても、質問数が
不足することはありません。

●MA（複数回答）形式の処理カテゴリー数を
���に拡大
ご要望の多かった機能拡張です。データ加工
時など、カテゴリー数不足に悩むことがなく
なりました。

●太閤データファイルの上位互換
Ver.4.0までの太閤で作成されたデータファ
イルはそのままご利用可能です。

●ファイルの履歴保存
太閤データファイルのバックアップ保存、保
存ファイルの再読み込みが簡単におこなえる
ようになりました。

●データチェックの自動再実行機能
データチェック履歴に従い再実行します。
回答データが追加されたときに便利な機
能です。

●データ加工の新機能
・順位回答の項目/カテゴリー変換
順位づけられた回答を、カテゴリー回答へ
変換します。
・「ディテール集計用データ作成機能」
回答者単位での集計を回答数単位への集計
にデータ変換します。

●単純集計の新機能
・計算結果の再表示機能追加
・項目(質問)ごとの集計指定強化

●クロス集計の新機能
・計算結果の再表示機能追加

●数量クロス集計の新機能
・計算結果の再表示機能追加
・中央値計算の追加
・集計指定方法が簡単便利になりました。

●集計編その他の機能強化
・母集団拡大集計の全体数値指定
・回答者抽出条件の一括指定

●印刷機能の新機能
・％値に”%”記号表示選択を追加
・小数点出力の桁数指定機能を追加
・A3用紙指定追加(クロス集計)
・ｎ表％表の別シート出力(クロス集計)

●印刷機能その他の新機能
・「Professional太閤」を標準搭載 ＊

・クロス集計/数量クロス集計の最大カテゴリ
ーセルの彩色機能

・複数クロス表の任意カテゴリー結合機能
＊太閤Ver.3.0で販売した拡張ツールキット



●グラフレイアウト設定の強化
・グラフ雛形ファイルは、任意のフォルダに保存可能になりました。
複数の太閤ユーザー間での雛形ファイル共有が可能になります。
・太閤の再インストールをおこなっても、グラフ雛形ファイルは初
期化されません。

●回答者選択に「項目」追加。
項目で指定したカテゴリーごとに解析をおこないます。
例えば、項目に「性別」を選択すれば、「男性」「女性」
ごとに解析をおこないます。
この新機能により、全体の解析だけでなく、質問の選
択肢ごとの分割解析が簡単な指定でおこなえます。
右の例は年代ごとのCS分析解析例です。

●因子分析
これまでの「主因子法」に加え、「最尤法」と「重み付き
最小2乗法」を追加しました。
因子の回転に「プロマックス回転」を追加しました。

●クラスター分析
「非階層型」と呼ばれる「K-平均法」を追加しました。
これによりサンプル数が多いときの制限が大幅に緩和
されました。

●数量化理論
数量化I類と数量化II類ではどのアイテム（項目）が目的
変数に影響を及ぼすかを検定する指標を追加しました。
アイテム(項目)ごとの検定が可能になりました。

●独立性の検定
2×2のすべてのクロス集計でFisherの正確検定が可能
になりました。

■年代ごとのCS分析解析例



EXCELアンケ ート太閤の「集計版」「集計＋グラフ版」「全機能版」の全てに搭載されています。
集計編はアンケート集計の中心となる機能です。
下記の流れで、回答データの入力から集計、結果出力までスムーズにおこなえます。

■■ ■■ 
■■ 

■■ 
■■ ■■ 

■■ ■■ 
■■ 
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■ 概　要

ファイルを新規におこす

質問文（＝項目）を入力する

回答選択肢（＝カテゴリー名）を入力する

データを入力する

入力したデータをチェックする

必要があればデータを加工する

集計する

印刷する

集計編

Excel 2007/2010（リボン形式メニュー）

（リボン形式メニュー）太閤集計編メニューイメージ

太閤のメニューは、データ入力から集計までの作業手順にあわせた構成にしています。
メニュー形式はエクセル標準のリボン形式メニューです。
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質問文を入力する
【 項目設定 】

回答選択肢を入力する
【 カテゴリー名登録 】

入力画面

入力画面

質問の略名と回答形式を入力します。

「はい」「いいえ」など、集計時に表示する回答選択肢の内容を入力します。
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※Excelのファイルなどに入力済みのデータを取り込むことも可能です。

データを入力する
【 データ登録 】

入力画面

回答データを入力します。マウスを使わず入力作業が可能です。

集計編

データ入力時に便利な、項目名称（質問）の「右詰め」「左詰め」表示の選択ができます。

※ Excel 形式ファイルのアンケート回答を太閤に取り込むことも可能です。

項目名称（質問）の左詰め表示

項目名称（質問）の右詰め表示



7

※多彩なデータチェック機能が装備されています。

入力したデータをチェックする
【 データチェック 】

入力画面

出力イメージ

「エラーデータのチェック」の場合

「エラーデータのチェック」の場合

入力時のミスや論理的に矛盾したデータを検出します。複数の質問間の矛盾回答も検出可能です。様々な角度から
データチェックをおこない、アンケート回答をクリーンアップします。
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集計編

※多彩なデータ加工機能が装備されています。

カテゴリー統合

●具体例

回答者 1
回答者 2
回答者 3
回答者 4
回答者 5
・・・

非常に好き
やや好き
普通
やや嫌い
嫌い
・・・

雑誌Aは好き？（SA）

好き
好き
普通
嫌い
嫌い
・・・・・・

雑誌Aは好き？（SA）

数量のカテゴリー化

●具体例

回答者 1
回答者 2
回答者 3 
・・・

47
32
35
・・・

年齢（数量）

40代
30代
30代
・・・・・・

年齢（SA）

データを加工する
【 データ加工 】

登録したアンケートの回答データを指定した条件により変換し、新規質問の形で追加登録します。
回答データに対しさまざまな加工をおこなうことにより、集計・分析しやすいデータ形式への変換が可能となります。

(複雑な選択肢を単純な選択肢に統合)

(数量回答を任意の単数回答形式に変更)

アンケートイメージ

■質問からのクロス集計結果

■データ加工後のクロス集計結果
使用したデータ加工・数量のカテゴリー化

・複数質問のクロス

データ加工を利用したクロス集計例
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Yes
Yes
Yes
・・・

雑誌Aは好き？（SA）

No
No
Yes
・・・

雑誌Bは好き？（SA）

No
Yes
Yes
・・・

雑誌Cは好き？（SA）

A
A,C
A,B,C
・・・

どの雑誌が好き？（MA）

<MA> → <SA> （Yes/No）

●具体例

回答者 1
回答者 2
回答者 3  
・・・ ・・・

カツ丼,カレーライス
カツ丼,カレーライス

すし,そば
・・・

好きなメニューは？（MA）

<SA,MA> → <MA>積み上げ

●具体例

回答者 1
回答者 2
回答者 3
・・・

カツ丼
カレーライス
すし
・・・

最も好きなメニューは？（SA）

カレーライス
カツ丼
そば
・・・

次に好きなメニューは？（SA）

・・・

<MA>の回答個数 → <SA>

●具体例

<MA>の回答個数 → <数量>

●具体例

回答者 1
回答者 2
回答者 3  
・・・

A
A,C
A,B,C
・・・

どの雑誌が好き？（MA）

1個
2個
3個
・・・・・・

好きな雑誌の個数（SA）

回答者 1
回答者 2
回答者 3
・・・

A
A,C
A,B,C
・・・

どの雑誌が好き？（MA）

1
2
3
・・・・・・

好きな雑誌の個数（数量）

A
A,C
A,B,C
・・・

どの雑誌が好き？（MA）

<SA> （Yes/No） → <MA>

●具体例

回答者 1
回答者 2
回答者 3  
・・・

Yes
Yes
Yes
・・・

雑誌Aは好き？（SA）

No
No
Yes
・・・

雑誌Bは好き？（SA）

No
Yes
Yes
・・・

雑誌Cは好き？（SA）

・・・

(�択の単数回答(複数)を�つの複数回答に変更)

(同選択肢の複数質問を�つの複数回答に変更)

(複数質問の回答個数を単数回答に変更)

(複数質問の回答個数を数量回答に変更)

(複数回答を�択の単数回答(複数)に変更)
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集計編

「不明」「非該当」の変換

●具体例

条件式 → <SA>

●具体例

複数の質問の結合

●具体例

回答者 1
回答者 2
回答者 3  
・・・

Yes

No
・・・

雑誌Aは好き？（SA）

Yes
どちらともいえない

No
・・・・・・

雑誌Aは好き？（SA）

Yes
No
No
・・・

女性で40代で会社員（SA）

回答者 1
回答者 2
回答者 3  
・・・

女性
女性
男性
・・・

性別（SA）

40代
30代
30代
・・・

年齢（SA）

会社員
主　婦
会社員
・・・

職業（SA）

・・・

女性,40代,会社員
女性,30代,主婦
男性,30代,会社員

・・・

属性（MA）

回答者 1
回答者 2
回答者 3  
・・・

女性
女性
男性
・・・

性別（SA）

40代
30代
30代
・・・

年齢（SA）

会社員
主　婦
会社員
・・・

職業（SA）

・・・

Aのほうが面白い
Bのほうが面白い
どちらも面白い

・・・

AとBのどちらが面白い？（SA）

SA/数量項目間の大小判定

●具体例

回答者 1
回答者 2
回答者 3  
・・・

面白い
まあまあ面白い

面白い
・・・

雑誌Aは面白い？（SA）

つまらない
面白い
面白い
・・・

雑誌Bは面白い？（SA）

・・・

複数の質問のクロス

●具体例

女性で40代で会社員
女性で30代で主婦
男性で30代で会社員

・・・

性別×年代×職業（SA）

回答者 1
回答者 2
回答者 3  
・・・

女性
女性
男性
・・・

性別（SA）

40代
30代
30代
・・・

年齢（SA）

会社員
主　婦
会社員
・・・

職業（SA）

・・・

(不明回答を｢わからない｣などの選択肢に置換)

(ユーザーが作成した集計条件から�択の単数回答を作成)

(別々の質問をまとめて�つの質問に結合)

(別々の質問間の選択肢をクロス統合)

(�つの質問間の大小判定結果を単数回答に変更)
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2
0
4
・・・

ラーメン屋 B
ラーメン屋 A
ラーメン屋 C

・・・

最大往訪店舗
（SA）

数量項目の最大/最小 → SA/MA

順位回答の項目カテゴリー変換　

ディテール集計　

●具体例

●具体例

●具体例

データを加工をおこなうと、履歴が登録されます。
これを登録順どおりに再実行します。データ加工作業後に回答データが追加された時に便利です。

(順位回答で、カテゴリー優先質問(順位付け)と順位優先質問(順位付け)への相互変換)

(複数の数量回答間の大小判定を単数回答に変更)

(回答者単位での

★カテゴリー変換リストから簡単設定でSA形式データへ変換可能です。

集計を回答数単位への集計にデータ変換)

回答者 1
回答者 2
回答者 3  
・・・

1
10
2
・・・

これまでラーメン屋A
に来た回数（数量）

5
0
3
・・・

これまでラーメン屋B
に来た回数（数量）

これまでラーメン屋C
に来た回数（数量）

・・・

データ加工の自動再実行

 

住　所（SA）
東京都
東京都
千葉県

 …   

住　所（文字）
東京都
東京
千葉

 …   

新機能　文字データのカテゴリー化

●具体例

(文字データをSA形式のカテゴリーデータに変換）

回答者 1
回答者 2
回答者 3

　 …   
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集計編

※単純集計・クロス集計・数量クロス集計に対応しています。
※クロス集計は、3重クロス集計も可能です。
※設定により、「女性だけ」「30歳以上の群馬県の人だけ」といった、ある特定の属性を有する回答者だけを
抽出して集計することも可能です。

※母集団拡大集計（ウェイト集計）が可能です。
※｢回答が不明の回答者」や「集計に該当しない回答者」を含めたり含めなかったりしての集計が可能です。

集計する
【 集　計 】

入力画面 クロス集計

EXCELアンケート太閤には下記の集計機能が搭載されています。

すべての集計方法で、「質問Aに「はい」と答えた人だけ集計する」「20代の男性だけ集計する」などの高度な
条件集計機能が搭載されています。

■単純集計
項目ごとにカテゴリー別の回答件数の集計と、構成比(％)、平均・
標準偏差の算出をおこないます。
ランキング集計、母集団拡大集計、数量項目の度数分布表の作成
が可能です。

■クロス集計
2重、3重クロス、条件付きクロスによる回答件数などがおこなえ
ます。
平均・標準偏差付クロス、母集団拡大集計、％ベース指定集計etc.
が可能です。

■数量クロス集計
分類項目カテゴリー別に、合計・平均・％・中央値・標準偏差を算出
します。
2項目をクロスさせて集計することも出来ます 。
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印刷する
【 印　刷 】

入力画面 単純集計

出力イメージ 単純集計

単純集計/クロス集計/数量クロス集計の結果をExcel形式のファイル(.xls)として出力します。
出力されたファイルはExcelで自由に修正・編集が可能です。
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集計編

入力画面 クロス集計

出力イメージ

クロス集計－併記表

クロス集計－分離表

※％値に％文字を付加することも可能です。
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■■ ■■ 
■■ 

■■ 
■■ ■■ 

■■ ■■ 
■■ 

● グラフ化したい設問を指定し、実行すると･･･

● 1つのシートにグラフがまとめて出力されます。

EXCELアンケートの「 集計＋グラフ版」「全機能版」に搭載されています。
グラフ編は、集計編の集計結果をグラフ化するものです。
集計編の情報とリンクしてグラフを作成するので、一度に大量のグラフを描くことができ

ます。Excelの通常の操作では、グラフウィザードボタンを押して1つ1つグラフを作成しな
ければいけません。グラフ編を用いると、その作業を簡略化できます。

■ 概　要
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グラフ編

グラフ編で描くことができるグラフは以下のとおりです。

●円グラフ
●ドーナツグラフ
●横帯グラフ
●縦帯グラフ
●横棒グラフ
●縦棒グラフ
●横ヒストグラム
●縦ヒストグラム
●横折れ線グラフ
●縦折れ線グラフ
●レーダーチャート
●面グラフ
●積み上げ帯グラフ
●棒グラフ＆折れ線グラフ

Excelのグラフ機能では、下図のように、「全体」と「属性」を併記した帯グラフを
描けません。一方、グラフ版では可能です。しかも「属性」（※この例では年齢）を線
で囲い、見やすく表示できます。

出力するグラフのサイズを指定できます。
★「可変」とは、出力するグラフのカテ
ゴリー数により最適な出力サイズを自
動的に決定します。

★行 /列の指定数値は Excel シート上の
セル数です。

　高さ 21行、幅 9列は、範囲分のセル
サイズと同じ大きさになります。
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グラフはExcelのシート上に出力されます。
Excelでは、「グラフの色」「フォント」「数値の表示形式」などの書式を、グラフを出力した後に、1つ1つのグラフに対して

設定しなければなりません。一方、グラフ編では、グラフを出力する前に書式を設定/登録しておくことが可能です。ユーザ
ーのお好みのグラフをいつでも出力できます。

●初期設定状態で出力した場合

●グラフの色とフォントを
変えて出力した場合

グラフ編
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解析編

■■ ■■ 
■■ 

■■ 
■■ ■■ 

■■ ■■ 
■■ 

EXCELアンケート太閤の「全機能 版」にのみ搭載されています。
解析編は、「併用使用」と「単独使用」の2種類からなります。
「併用使用」は、「集計編」と連動して動作します。「単独使用」は、「集計編」とは無関係に動作
します。雰囲気がExcelの「分析ツール」に似ています。

分析結果はExcelのシート上に出力されます。グラフや表の編集が簡単におこなえます。
実践的な例題がおさめられたExcelのファイルが同梱されています。例題を解きながら分

析手法の考え方が身につけられます。

■ 概　要

●併用使用

●単独使用

「データ分析」
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■ 搭載手法

※解析結果から得られた個人ごとのデータを集計編に登録できます。この機能により、解析結果を利用した集計が可能です。
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解析編

■ 分析例
●コレスポンデンス分析
コレスポンデンス分析は、クロス集計表における2変数の関連を明らかにするための手法です。
プレゼンテーションに最適です。ここでは「単独使用」を使用しての解析例をご紹介いたします。
解析結果はすべてExcelのシート上に出力されます。レポートなどに使用するときにも大変便利です。

下表は「年代」と「最も好きな食べ物」のクロス集計表です。
このデータに対してコレスポンデンス分析をおこないます。

下図の解析結果が表示されます。(表示内容は解析結果の一部です)



解析編
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●因子分析
因子分析は、「データの背後に潜むもの」の存在が明らかになる手法です。
多次元データを少次元データに集約する手法ともいえます。

下表はドクターを対象に、製薬メーカの企業イメージを訊ねた結果を記したものです。
このデータに対して因子分析をおこないます。

下図の解析結果が表示されます。(表示内容は解析結果の一部です)



EXCELアンケート太閤をスムーズにご利用いただくために
セミナー形式で導入支援サービスをおこなっております。

■セミナー内容：
EXCELアンケート太閤の豊富な機能の中から、基本である
集計編の使用方法をノートパソコンを使用して実習しなが
ら学習します。
基本操作が半日で学習できます。
◎ご要望にあわせて下記の2講座を開催しています。

「EXCELアンケート太閤」の購入者が対象です。
月１回、エスミ社内(東京・中野)にて開催しています。
下記のような場合にお勧めいたします。
・アンケートの集計予定はあるが急いでいない。
・エスミ指定の日時でのセミナー受講が可能。
・受講者が2名以内。

●詳細、申し込みは下記ＨＰをご参照ください。

エスミ社内で開催している導入支援セミナーをご要望の日時、
場所にて出向開催いたします。

「EXCELアンケート太閤」未購入の場合でもＯＫです。
下記のような場合にお勧めいたします。
・すでにアンケート集計の日程が決まっている。
・ソフトの使用方法をゆっくりと習得している時間が無い。
・「エスミ社内での導入支援セミナー」と日程が合わない。
・参加したい人数が多い。
・エスミ(東京・中野)まで行くのが大変。

※ソフトの導入支援セミナーのため、代金は実費程度です。
(交通費＋5,000～10,000円程度)

●詳細、申し込みは下記ＨＰをご参照ください。

月�回、エスミ社内(東京・中野)にて製品紹介(デモンスト
レーション)を開催しています。導入を検討されている場合
などにお勧めいたします。

●詳細、申し込みは下記ＨＰをご参照ください。

■■ ■■ 
■■ 

■■ 
■■ ■■ 

■■ ■■ 
■■ 

エスミ社内での導入支援セミナー(無償) 

デモンストレーション(無償) 

EXCELアンケート太閤の
導入支援サービス

https://www.esumi.co.jp/Software_Sokushu.php

https://www.esumi.co.jp/Software_Sokushu.php

https://www.esumi.co.jp/Software_Demo.php

来社が難しい方のための出向セミナー（有償）

■エスミのサービス

ＨＰのトップページメニューより下記サービスの詳細が
ご覧いただけます。

https://www.esumi.co.jp/
●統計ソフト販売
●統計セミナー
●データ解析



株式会社エスミ　アプリケ－ション開発部　汎用ソフト開発課
〒164-0012  東京都中野区本町4-44-18  ヒュ－リック中野ビル8F

E-mail:syohin@esumi.co.jp

「2015年2月現在」
※カタログに記載されている内容および製品の仕様は、予告無く変更される場合があります。あらかじめご了承ください。
※Excel for Windows は、米国マイクロソフト社の登録商標です。※Windows は、米国マイクロソフト社の商標です。

ソフトウエア ソフトウエア 
システム開発 システム開発 

データ入力・ 
集計 

データ入力・ 
集計 

データ分析 データ分析 
書　籍 書　籍 

セミナー セミナー 

コンサルティング コンサルティング 

市場調査 市場調査 

「2021年1月現在」

TEL.03-5385-7321（平日9:30～12:00／13:00～18:00）
FAX.03-5385-8750

株式会社エスミは、
統計学を礎とした情報サービス業に従事しております。
「わかりやすい統計学」をモットーに

という�つのサービスを皆様にご提供致します。

❶市場調査
❷データ入力・集計
❸データ分析
❹コンサルティング
❺ソフトウエアの開発・販売
❻システム開発
❼セミナー
❽書籍

https://www.esumi.co.jp/
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